しらえ ました。 その 頃の 団子 坂 付近 は、 坂の 両側に こ 

まち や 

そ町屋 がな らんで いました が、 裏通り は 武家屋敷 や 寺 

や 畑ば かりで、 ふだん は 田舎の ように 寂しい 所でした 

が、 菊人形の 繁昌す る 時節 だけ は 江戸 じゅうの 人が 押 

し 掛けて 来る ので、 たいへんな 混雑でした。 それ を 当 

て 込みに、 臨時の 休み茶屋 や 食い物 店な ども 出来る。 

すすき みみずく 

柿 や 栗 や 芒 の 木 兎な どの 土産 物 を 売る 店 も 出る。 

まったく 平日と 大 違いの 繁昌でした。 

しゅ つたい 

ところが、 その 繁昌の 最中に 一 つの 事件が 出来し 

ました。 というの は、 九月 二十四日 昼八ッ (午後 二 時) 

頃に、 三人 づれの 外国人が この 菊人形 を 見物に 来たん 



断して いなかつ たと 見えて、 すぐに その 女 を 取り 押さ 

えました。 

付いていた 別 手 組 もお どろいて、 その 女 を 押さえる 

と、 女 は 何も 取った 覚え はない と 云う。 袂ゃ 内ぶ とこ 

ろ や 帯の あいだ を 探しても、 紙入れ は 見付からない。 

異人 はどうしても 取った と 云う。 女 は 取らない と 云う。 

なにしろ その 品物 を 持って いないん だから、 女の 方が 

強味です。 女 は 仕舞いに は 大きな 声 を 出して、 この 異 

人 は あたしに 云いが かり をす る。 取リ もしない もの を 

ぬ 4 ギ-ぬ 

取った と 云って、 あたしに 泥坊の 濡衣を 着せる。 皆 さ 

ん どうぞ 加勢 をして 下さいと、 泣き声で 呶 鳴る という 



まき 

者が ある。 石ころで も 竹 切れで も、 薪 ざつぼう でも、 

手 あた リ 次第に 投げつ ける の だから 防ぎ 切れない。 異 

人た ち 三人 も 別 手 組 もみな 大小の 疵を 負って、 血 だら 

けにな つて 逃げる。 いや、 飛んだ 災難で 気の毒でした。 

この 騒ぎ を 聞きつ けて、 もう 一 人の 別 手 組が 龃 けて 

来たが、 これ もどう する こと も 出来ない。 早く 馬に 

乗って 逃げろ と 注意し たんです が、 大勢の 敵に 隔てら 

あきち 

れて、 馬 をつな いで ある 空地の 方角へ 行く ことが 出来 

ない。 結局、 馬 は 置き 捨てに して、 命から がら 败の端 

の 辺まで 逃げました。 異人た ち はこ こへ 来る 途中で 何 

ま. う 

か 買物 なぞ をして 来たんで すが、 それ もみん な 抛り 出 



日 拝みに 来ます」 

うち 

「おめえ の 家 は どこ だ」 

I 谷 中です」 

「谷 中 は どの辺 だ」 

さんさき 

「三 崎です」 

「おめえ は巿 子さん かえ」 

「そうです」 

「商売 は 繁昌す るかえ」 と、 幸 次郎は 冗談の ように 訊 

いた。 

「繁昌し ます」 と、 彼女 は まじめに 答えた。 

そんな こと を 云って いるう ちに、 半 七ら は 百姓家の 



れど、 それ もどう だか 判りません」 と、 彼女 は 更に 付 

け 加えた。 

「女が 引っ張って 行った …… 」 と、 半 七 は 訊き かえし 

た。 「それ を 誰か 見た 者が あるの かえ」 

「いいえ、 おれが 確かに 見た という 者 もない ので …… _ 

誰が 云い 出す と 無しに、 そんな 噂 を 聞きます が …… 。 

まさか 女が …… 。 ねえ、 お前さん」 

女房 は その 噂 を 信じない ように 云った。 



すめ 5; 力」 

「おれ も 何だか そんな 気がしね えで もね え。 勿論、 最 

初から 企らん だ ことで も あるめえ が、 どさくさ まぎれ 

の 出来 ごころ で 馬 を 引っ張り出した かも 知れね え。 し 

ひ てぎわ 

かし 女 ひとりで 二 匹の 馬 を牽き 出す の は、 ちっと 手際 

がよ 過ぎる よう だ。 相棒の 巾着切りが 手伝った の だろ 

う」 

「そうでし ようね。 なに、 お 角の ありかが 判れば、 そ 

の 相棒 も 自然に 知れましょう」 

云う うちに、 二人 は 古祠の 前に 行き着いた。 祠は 

まぐち ふしん 

間口 九 尺に 足りない 小さい 建物で あるが、 普請 は 相当 



松吉の 報告に よると、 おころ の 死体 はけさの 六ッ半 

(午前 七 時) 頃に、 近所の 人々 に 発見され た。 但し 谷 中 

の 自宅に 死んで いたので はなく、 かの 団子 坂 下の 空地 

に 倒れて いたので ある。 

その 死体 は 古祠の 前に 横たわって いたが、 よほど 激 

しい 格闘 を 演じたら しく、 彼女 は 髪 を ふり 乱し、 着物 

の 胸 を はだけ て、 かた 手に 白い 幣束 を 持ちながら、 仰 

向けに 倒れて いた。 彼女 は その 顔 をめ ちゃめち やに 搔 

のど 

きむ しられた 上に、 喉 を 絞められて いたので あるが、 

その 死因が 頗る 怪しかった。 喉 を 絞められた というよ 



て、 翌日 近所の 寺へ 葬る ことにな つた。 

その 通夜の 晚に、 亀吉 はお ころの 露路の 近所 をう ろ 

付いていた。 半 七と 松吉は 荒物屋の 店 を 足 溜まりに し 

て、 かの 空地の あたり を 見張って いた。 

夜 も九ッ (午後 十二時) を 過ぎた 頃であろう。 昼 か 

らの風 は 宵に 止んだ が、 夜 ふけの 寒さ は 身に 泌 みるの 

たどん 

で、 半 七と 松吉は 小さい 火鉢に 炭団 を 入れて もらって、 

荒物屋の 店の 隅に すくんで いると、 縁の下に は 鳴き 

弱った こお ろぎ の 声が 切れ切れ にき こえた。 やが て 表 

の 暗い なかで 犬の 吠える 声が きこえた。 つづいて 二 匹 

三 匹の 吠える 声が きこえた。 



やっぱり ここに 隠して あるの かと 思って、 念の為に も 

う 一 度 さがしに 来たので す」 

らち 

「まず これで 埒が あきました」 と、 半 七 老人 は 笑った。 

「そこで、 馬の 一件 はどうな リ ました」 と、 わたし は 

H ヽ ち。 

1ー11 口 レ / 

「五、 六日の 後に 幸次郎 が平吉 という 奴 を 挙げて 来 ま 

した。 それが 即ち 平さん というので、 本郷片 町の 神 原 

内蔵 之 助と いう 三千 石 取りの 旗本 屋敷の 馬丁でした。 

こいつ はちよ つと 苦み 走った 小粋な 男で、 どこかの 賭 

場で お 角と 懇意に なって、 それから 関係が 出来て し 
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